
目 次

１　 は じ め に １

１・１　身 の ま わ り の ク ロ マ ト グ ラ フ ィ １

１・２　物 質（ 溶 質 ）は 飛 び は ね な が ら 流 れ に の っ て 移 動 す る ２

１・３　色 素 の 分 離 さ れ て い く 様 子 ４

１・４　ピークの移動と移動度比尺　６

存 在確 率 （ ７）　 滞 在時 間（ ７ ）　 吸着 ・脱 着 時間 （ ８）

１・５　 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー の 諸 因 子 と そ の 組 合 せ　 ９

クロ マト グ ラフ ィー基本 展開 の三 法 （10 ）　 分 離 体の 形状 （11 ）　

移 動相 ・ 固定 相 の組 合せ （12 ）　 相 平衡 機 構 の違 い（13 ）　 溶

離形 式 （13 ）　 試 料系 （13 ）　 相 平 衡関 係 の濃 度 ・温 度 ・粘 度

・圧 力 依 存性(14)　 溶 出形 と 非溶 出形 （15 ）

2 段 理 論　 １７

２･１　段理論モデル　１７

２･２　クロマトグラフィーの用語　25

2 ・3　 分 離 に 必 要 と す る 理 論 段 数　29

3　 連 続 的 流 れ に よ る 溶 質 の 展 開　35

4　 流 れ と 拡 散　39

4･1　拡散による運動　39

4･2　流れと拡散の同時進行　46

ピ ークの 広 がり と拡 散係 数(47)　 管 中 で の 流 れ と拡 散の シ ミュ

レ ーシ ョン （51）　 拡散 係 数の 算出 （53）



５　 速 度 論　55

5・1　SIカラム軸方向（縦軸）の拡散　57

移動相について(57)　 固定相について（58）

5・2　SⅡ吸着一脱着の速度論　58

5・3　SⅢ カラム内での横軸方向の拡散と流れの不均一性60

5・4　SIVカラム軸方向の流れ　６３

５・５　ＳＶ カラム軸方向の流れと拡散の結合（カップリング）　64

5・6　換算速度(ν），換算段高（h）の導入 66

5・7　速度論のまとめ　68

5・8　移動相，固定相それぞれの分散の相対比較　70

6　 実際の理論段高 と線流速 の関係　73

6・1　カラム以外による寄与　73

注入器による寄与（73）　 検出器による寄与（74）　 接続部に

よる寄与（74）

6・2　液体クロマトグラフィーにおける Ｈ-ｕ　75

6・3　ガスクロマトグラフィーにおけるH-u　76

6・4　試料負荷量と固定液相の体積　79

7　 熱力学 との関連　81

7･1　温度とK　　82

7･2　溶質分子の挙動　83

7･3　保持容量と炭素数　83

7･4　分配係数と熱力学因子　88

ガスクロマトグラフィーにおける分配係数と溶解熱との関連

（88）　液体クロマトグラフィー一 分配係数と活量係数（90）

液体クロマトグラフィー一 吸着剤表面上での交換（92）　 液

体クロマトグラフィー一 交換平衡の考え方（94）

７ ・ ５　 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー の 昇 温 分 析 の 取 扱 い98

昇温分析の分離能（100）　昇温分析における淀出温度（TR）と

△ Ｈ の 関 連 （101 ）

7 ・6　 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に お け る 温 度 効 果　103

8　液体クロマトグラフイー　１０７

８･１　充てん剤　107

8・2　カラムの充てん　１１０

８ ・ ３　 液 体 ク ロ マ ト ダ ラ ム の 組 立 て　111

ポ ン プ （111 ）　 試 料 注 入 部 （113 ）　 カ ラ ム （113 ）　 検 出 器

（113 ）

8・4　溶離液組成の選択　１１５

８･５　添加塩の効果　１１６

８ ・ ６　 検 出 法 と 対 象 化 合 物 の 組 合 せ　117

ポ ス ト カ ラ ム 反 応 に よ る ポ リ ア ミ ン 類 の 分 析 （117 ）　 胆 汁 酸 の

分 析 （120 ）　 カ テ コ
ー ル ア ミ ン の 分 析 （

Ｔ Ｈ Ｉ 法,  ECD 検 出

，
プ

レ カ ラ ム 誘 導 化 法 ） （116 ）

8 ・7　 ゲ ル 浸 透 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ Ｇ Ｐ Ｃ ）　 １ ２ ８

８ ・ ８　 マ イ ク ロ ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー　　 １ ３ ０

８ ・ ９　 分 取 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー　137

8 ・10 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー/ 質 量 分 析 計 （ Ｌ Ｃ/MS ） の 直 結　140

9　 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー　　 １ ４ ７

９ ・ １　 ラ イ タ ー ガ ス,  LPG の 分 離 分 析 （ 充 て ん カ ラ ム
，
熱 伝 導 度

検 出 器 の 使 用 ）　152

9・2　相互分離における固定相膜厚（d）の影響 153

9 ・3　 高 温 で の ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 模 擬 蒸 留 ク ロ マ ト グ ラ フ

ィ ー
） 156

9･4　位置異性体の分離　157



９･５　ＧC／スペクトル装置の直結

Ｇｃ/ＦＴ-IR（160）　Ｇｃ/Ｍｓ（162）

10　クロマトグラフイーによるエナンチオマーの認識と分離167

10･1　液体クロマトグラフィー　168

固定相に光学活性な部位を導入して分ける（170）　 よい結晶面

をもつ充てん剤や天然の素材を用いての不斉認識（171）　溶離

液中のキラルな添加剤による不斉認識（173）　 シクロデキスト

リンヘの包接による不斉認識（173）

10・2　ガスクロマトグラフィーによるエナンチオマーの分離　174

10・3　キャピラリー電気泳動によるエナンチオマーの分離　176

11　超臨界流体クロマトグラフィー　177

12　キャピラリー電気泳動　181

12･1　電気浸透流の発生　182

12・2　電気浸透流のフローパターン　184

12・3　電気クロマトグラフィー　185

12 ･ 4　キャピラリー電気泳動　187

電気浸透流の調整（189）　イオン性化合物を対象とする分離（189）

分離媒体の選択（192）　分離対象試料（192）

13　 相 対 比 較　197

クロマ トグ ラフ ィー関連書 の紹介　201

索 引　205

コラム１　 １６

コラム２　 ３４

コラム３　 ７２

コラム4　106


	page1
	page2
	page3

